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1964年にかけてはマラヤ大学地理学科で客良講師を勤め
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i局私l,$ 5章以下i;i"i9章が現在の都市の諸特徴と問題点，

そうして政後二第10翠で将来の股E裂がおとなわれる。以

下各議をifiりて主要諭ぷを中心に簡単な内容紹介をおこ

なってみよう｛｝
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本書のfj(1包は，東南アジア地域における都市の分析を

とおして沼 j世界 Third丸NorlclI注 1）の百rinnmrmを解

明することにある。国rJ題が示すように，主f象としては七
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がとりあげられ，分析は社会地理学の立；助からなされるι

若：If，士現在ニュージーラ＞ドグ）円二仁にトンにあるヴィ

勺 l、1ア大学地理学科のおijfG父



1969030136.TIF

ご二二二二二二ご了二二 君主 fl' 

弔1(1己 Cf[庁1y / 7 ザハi,,;r)c7>.J千三k

¥; l ,;-, !; J：ム冷イ，； t:i;) /It i削こよれfろ，~1；，円 {l:,/1!,Vp:

i't'.J I'! F誌に，，，，、てで，，， :., Ii／，：.：二二て1,1：：ト：二.t：，＇二平 u；之
た：’（／〕行：；,ti{仁： 11c ,,rlrn1i1：けいれと［， て j• －，＿：－！七いで

:,-; :: 11トリ；；こ 1人 c'，いう中，1,:1・ 午！ベド；＇＂ 11,lifヒ 1•st1,·c' ‘＇ !I ＇！凶ni

/,;¥ti,'" ・,: .-:0，〆｝と 1:. lttj'IイL1;=; t : 上九li"'i ＂•：，引い’♂》｝；；

1li化：i: 1:(L i(i,r，二二／』， 'L"i. ;_, L『， r1fi/,':(1＼＇【、 -, I：＇ノ泣

''!·~ /( ', ',-,,-u，，.三，， ' vコl 二戸1/,': (, :J・二。川「 ／，，＇＇（， 円

、じt,i、～ f.1 f二t二.： 1「三，＼ 1; <;JF>L：士 ）（ .,: ＇二(jiJ;':',L' 

fl-l 1.1 ,:' :i,. "f iこ ：「 'JC,!( 'J j冷た・'c:L ，；：「＇＇＿〆 F ;c. n耳／

'JL, :;'H :->:' .~j,, I，こ1,Ii!, , : i( /,: ，，ノ人II ji J !; "' :i リ， l,;,n

,l:l,ll，川l:I・、J人1,-:' ・' 1: .－，；二；; 11、 r;;,:,人il‘勺’；；，ιへ：＇i'!
q I ( 守 , - lfl' ); ',,_,,: ,, L、－｝ i '.' 1, ，『 1'Jr ／こ；て人 II ij 'i1 ・,:,1人 r いI'

riJ:, ti c:.:_,:.・A ,¥> :' i）乞 ，＇（，＇， :,r 三, ;')I！日 ；： ',1J1,'n 

U』，l;r;,f;i'' ;, 'i ;f'. \• '' .', : ii :, －口、こた J二 、；什

,I人l¥ 1,v，， に；工，（.；j、＂j；τ；t::i;,.J＇、iIt＇》1:1:,11 c'• ：，；，人~， i1l; 

I - ：！二：？：’1、J' i 1; fl' 可i＿，，与fと，（どり；［九・，;: : ji -'-／三／J

Ci• ， 『 ） 町そ／） 'c.i •！：、ご i i:1,,,i 11二 ？；行人iI : <"'}_,'.I ;./i 'it 

':•'.cl)' 'l ケ＼’ー！し： 1,ト＇， ιこ

kこんん t Ii '! c' ,11c~－っ〆〆 ·c'.n：コ jll:'i.l. >i':iこ.＇；， i) 

；， ζ ：；； n人l.'l，しi/,:1 J，＂＇；川； t、行i存 4と ！ 1•,i,·) ii{" L ／こす，

,,, T' l工ir t_ /, T Cl: , ')JV，： 二7,),I土L/ ・; /r'n1,tI山

市（ド／いここ：，， !,! ；；け1_11:(i l卜＇，／ ,, /, ,f日’ J F唱巴： ：＇； 苛j；二 7

,j: ,1: I ,, ；ど円三 、i< ♂ p -~ ,_i、，＇，：1＇，人 11円、J.cr :.: l!t([ 

(.') 1;1: ;i •）人 i ! J•,i! 'JI 三；IJI~ 、 '.1 h Jと.＂Jl!'Ji: 'i i( IJ'/,:i':ifの

；士穴； t三1.唱l九ιI" -') '' I I ' : I J f,, (;j .s!,' ' '; i I f、l；、l,r,1:iτ 

九＇，：，；c,I iを，，こ J tこ い、 lておじ，・; ・;・ .－，片山I，人 11:t

1 /, ＇ケ .） : .そこ：•；竹下l ' J、 ~t.1主〔，，’ぃ；： I ;-1＇ザJl.z:, 

.l ／」仁 1':-:'[-:i:'1T灯lぐ二： t':'i' tc :. 1:,tち，，，二！ ん午ゾバ i・.',

子＇， 'i':' -'; -' 三'' ＇，－：イバ；と！九、l'..?ii'. I! ii’＇・I'-] 

れ（こ：；1:,v、ti" ), （ 与11'1:; 11〆ι；i,,1~.f:! '. ,r, , - --~ -~ : , , 

x;: _,.,. 1二汁、i’、＇1U乙とL一六 11、11-;:; ＇.ヤ J’ " : ;, どえ

fド l 、.：・ ¥:, ., J －＇，＇・；こ＿： : -:, f／ん｝＜＇，＇ J：こ，，，：，.＇.＇；’ J''. ・; 

I., ' ' o , , ' , ' a 「叶＿，＇ .J 
I」 - ＇＇〆二7 ,, ,, 与！ 〔f l、iピ立 【1 'i 、' I I 

日） i''?. i、＇－＿、〆 J:;.':.・・I : , l'ii ;,1. ・・ , ;,, .1 1, つ " .: ・ I日t＼＇.、j,:•.-:, 

と三＇Li＇じ：，＇＇ 1;: I了一 ヘ｝’J ' ; 1：，キ J

,j〔；Tア〆ナ 1ご 1；十〆 iケl’＇rtい＇1！山／；，，＇＇.＇］ ,1臼十・， 't., ,.: 't ,, ，（二

J』j , ''・ I• I I j : ~ ' l 二，＿’＇ ＇－：，’＇i: I I川fI'll):,;/'. 

[1!)> f'., (l(,i,i,, f：仁、l• ,. ,. i ・, i 'r 'l:1 , 1 :-, Iii ,, , 'J、l.,ji：：、 Jド J

ノ，1「l)'. E.: t'i iJ、：' tごい＇ri1'J11 ＇.•，＇.：；也え円，11, 寸前 －：：： －.，為 、 161，ト

ザし／ト：, IパtL ::L: .'_, ' ι - ':i, 二J1い、 二i＂「i人1f,1,・:11'1-l:::r'ic＇び）

IINJtJi lリtJrt,c'/J. ,・, ;; 1三，）：，i'',} j、；，，，士く :;, :; ；＼）］）、 Jごう L

ごj交／n’t'Jl1↓t，：，；を i!'.i'；，＇こ iずいりl-'. Iり； :;;'.' ,1:1:111U;•1役 1立

134 

;,;; 1 ilJJ > てふ；：，

ii 1 !VJi二，，，、て；工：存：： ,iてとりあir r，；，，る こj：；ヤし、

わ， t ~[ 1·rif C, ~,- 1: i'Tの ff［，，ニHが発J：乞ずる f!.ti9,キモ， ff~！主i'l'J に

;1: Jヒリ市；,I: ？口：，rl山 fcity ':'. 1'111("_ f;"l¥,li町lLTl'd cilY ，＇.大

'}J ・' .: ＇，：九 1'iir:J:M：内の＇.（ ¥,¥ til心］也で，そのれJ'r1'1’j’hげ）

;,:,,;,, t L う t·~ 仁／ょ； χ 勺ヵ＇ c, I＿＼－＇. じ， JS!lij:t＇＇＇＇ソヲ り

がそ 1，民！日：点、〆〉 iえればアン ・1－！~ ・ワゥ「に i て

！によ J,j，とh h う；：.f,',Y;r t ：.←i t[T.J tイ＜1>l!l:'NZ，＼＇. ’j''1'1J1を

,'・ ！υ〉で号 i＇；立（！＞才：乗初、：JH:tて忌）・》 Fん

[Ii ！日 lL；ー；： i'': ／》｜！可l'i;;;r,~ [C) !ki'fci!U 1 ',ft. かか；，（： :1ミ

パ：，：， ,' 'i,少／よ：： .': ・i, ・!1ィ： f{!lL ,h；：， とi:,jl!!; i＇、 rr ：ニペン：、 ~！］

,, j付i,'・ i;!;r[: 、 !fJUi'l,!io>1I；；リ ） し＇＞＇.citーペ了、i./・_ :'' '_ 

可←Z～ ，，＇.？ゴ！［ i，し？’lr店一：＼－.， 111日官 Cふ.；：， I¥,:¥ 1’＇，＇：） 、＇＇ill』0υ ，；）

id、！，＇，

-:;・:11,ir Tν＇） ／こ、，，♂l;/',i:: I ／こ｜岳＇＇＇；

;';1,: -¥ ') ,, l ｝史 1}1 一｛1i!f主力•f·l JJiL¥ ).1てl、fこ こら＇ ，－こ処

/• :,,:;,:;,: : t ¥ ／，しとI11!: tc、日！＇.r!iv> ,'lカりうる （）れtJiiL''ilノう：，

；，・んベー；仁 t !'. ＇.川 ii,'•li こがif二；こ吃ドすさ；！） j二i.小；' ,(;," 

2九人人 三びJft!Wi：のi'.lf/'I(勿べりに kる芝p¥[';Jt iピ

ノピ：1° ・: t tr＇，、 i fこが ，－てお：t三hJijl点目:Ir:i 'L {1' ~: ハどピ！

!t1;.1 i、！「：マ：に 1,1_、1,fU:.i;・' rr;,ri C士山li.1i¥切にはいJ＂：，ふ t'i'

'¥' J!i'.,I iげはどん＇：＇.＇ .If ( pれた＇ t＂，ム） LのIi＼＼に／；J;r¥i Lーゴラ

., ¥ I ,)'.',Ui'.J fよりた 1》＇） には三、 pていfょ方、－ , r~ ・: :s三

l'lιIi＿；じになぷと 1''

h ノよ、》；， ~ ，：，少うにた；：， ＇っ；； iJ、V広Xj;:f! 'ti:本 i:,i'~i ！それ

－－ゾ I1f内！ i院段1q,y方、，， i'J 1t1 Lr'k, さら；こなi'ii':Ji ？ぶ：~Ii\寺

ず.， ': ,'~; I L，本11jのにy：発「｛！；ベf1,'i/,,lili)；と i:i.Hrlrirl日：Y; 

lJi·tc~ －役、会，it'，十乙上乃に点、ろ 昨i引の＇lli乞・，， T. ,.'j'立；

•tii'D it 1Hfl<~f1J,Jrtili'l ': (1) ![ ！＼（：；也＂f十干：を L ぞう次fヒ

！工！！！とセこ＜！ j・／，ど同二（／）r:: iii~ どその l1J;A: 壬与r,:c:,,,.11,.'j ；（出

:;・; 1 ，：，仁；：：，1ドI¥Ill) ( :.i'! :l JlJJ) 0ワド；；，；i¥lJγ；，、1.,,,'.''. 

'I j• じわ : 'A .-:, 

，い！！；（こ」；； ！ろ／1上大口、行1・:・x；工、 1r'i；、河口,liu>ii'/1＇’：：1.とζT

r[/:t',i'i'l'J itil''. ／；，、；if,l -;・,..,, primalじ Lity •,U))iX:L ぐふ～

{1'1J<iU1, 'dt'c1)i『ll:i'，＇：十う ii’［t'.Jを’JUはl,:, ／てめにiI‘ .,, l々！

j，＇，；、：／0，：二:liけノパid支持U,¥tvJJl¥'.JidJ方、充， ノ＜~Ii. ；厄 f, .?i~v') (,/, 

J’‘ t：υんの%Jr，之、ヘ予々か必要となり，そjしまては'i＇にi't，土

：.＇：.了l十hノ＇）・ ｝／てこ d〉プI;j/fJ(Jili((j搾llがり<1111ィ111;,¥jと！て

｛品 ：r：」；：，：＝ しれいそのfoll（（土色、ifし f上／二／二 一I

i二pri1n;ilcci Iシ三 Lてもif{!¥';l出i二おける KJ,dTi' L ", v〆I

一川；l[/,jニ！＼比一）イ川、うにt,:-〉／こっかぬ込ろ i,i';l•よ r,1,,li J＇料
i1'1<i t、 l~,1,;/1j j山、しi1ilf日立｝也であるこ l：とそれ主主白色山争以



1969030137.TIF

fl:~植民地的搾取の中枢，交通・通信網，教育，文化，

行政の中心地 軍隊の基地 ーである。

li!'llに都市のお会・ゲfB斉的発展仁社ずヨ役割の

問題が.~ ,., ／＇・、いられ，そ n・市‘1U1ヲ，劣ぞ！：守；＇；＼ It！九が強翁

される。経済的には，杭L＼！：都市は域内のバ然資；以および

農民の収録をおこなう巾心地であり、 i苦情経済，商品経

済の浸iきそ.i Iて農民のitit、しヰ村工業<7)Ii＇.：，；＆.・，： 促進す

る。そジ1ri1t 都市と弐 i「，， 1/IJの格走行主 1.tす拡大

し，農村の布l>rljからの疎外化が進む。他h，百r,,iin：集積

十る価ft/ii立大；：HI分がほ外に流出して出｜内の発i廷には［11］さ

れない。こういったぷlヰrふそれがはなはだしく寄生1'1り

であると、づ） ＼るをえな！ 1[' Iミ都市は'(I：ミ・政治・文

化の而デ i.I ＇）な地！主主！［ムゾJ11:, '/lll市γ！なレ｝ 1立構造

的性格が発照的役割を阻止す4 る「つ士り，海外から持ち

込まれる西欧化の諸要素はそこにitむ外lトj人と西｜吹化さ

れた士？？守 ’一トの問にふ勺「；日び，そ ｝’！？：！｝日をHlな

v 、。導人令く： J諸外I司めとH：七、者間」内外；〈υ川、種j.Jlj隔

絶がそい：，，，.・l範囲内に！！日明シをとどめ， I三午むしての文

化変’存をもたらすまでに至らないのであるコ

第 2次世外大戦後における東南アジ7諸国の独立は，

長い植；日目下iitの矛盾のパ治的解決であ J ' / ,i,ちろん

植民地l下J/it' ｜川三済体制は竺のi{i》ひきつ刀λjiノ・＇!J；，それ

までの納氏i'illl¥iは政治的独立によって少なくとも新しい

段階にはい e ' たどすることができる。お 5l詳から第9煮

にかけての，：自主まではこの段階における都市，つまり現tE

の大都lii,') ・i' Jがおこた，.iLノ：i

第 5,・;. .. 'I・ ＇＂に論点の一一一；し 議後にお仁三，r,1;r1：人Ilの

急増を支える嬰［Jgについてであるの ・ttに，とくに西欧

諸国での都市化の経験によると，都市人l！の対ijJ!lは，都

市の側 ) ＇＇，）；.＇＇ ケ力託：要と、・ 0, IFJ! pullれ ＇Xc¥k¥':' f；号付額lJ

での農：I,,,:,J’：1,'i'.ならび1ご1':'Iλ.・irにとも；＇；：’，：；，：， f,JブJ甘i・tl:l

pushの＇，il'/,' l川i時Hi行i:i>，：ニ（＇； ! I jして rur:il1c1・ I川， move・ 

mentをひきおこした結果て‘あるにところが， l弘i有アジア

の場合，都市における工業の米発達がII及川喜耳目；Jti：：いらじ

るしく： r サ もっ（i'（， 色村 jiijでの産手rtr1'J '.', L士l合的

不安に 1 ー人析出要Eiず，・ーら110に rura'wl ιリ move-

mentをひざおこしてL、心。加えて；，＼cjljの1L,1,、人ll成長

率が占ill叶J人i」のi敷t自信［(iiJをもfニらしてL、るとされる｛

i欠の怜行｝土、都T¥i令における社会構造の定化につL、てで

ある3帆γIl':南アジアにおける大都市ゾ）人ilJfi力LIは，

たしか；ソ＇ if,!J構成を粧汁（1'Jtこも，相対iH'L叶とさせ

たっかかる変化は，理論i'l'-.Jには叶然社会主lL（，能，個々 人の

社会的関係といった側面での基本的変化をもたらすもの

望書 評

である。ところが，東南アジアの都市ではそういった社

合管化が依然どしてみられないラというのは，人口の複

｛，（！＇］ 溝成，国内での院なる言話集団の存在，三室経済構

、（，＇， LI＇った植民／,1,l1icl)諸特徴が、七.i'fの都市流入j（をし

て／$in境界内部での幾村的生活を可能にしているからで

ある t これら伝統的生活を営む土管の市民にと引で，生

;r,n：動の？？理竹， 7証付iさ，技術;'j'i';'Jiに立Iする進取（1'Ji！＇；）変，

’日々の変化をと （， Lめる必要はたい このことが，七件

以（て都市社えの十九造的変化を日iγ占Lている根伝的要IE!

と脅え九れる

もう一つの論点は都市の社会・文化的役割についてで

ふ心、独立f去のね＇？ Ji'ジア諸国の大川市に期待.c:}.1! :Jえ

た川深還のーっi.t ［！！宗的統一意：践の形江主であった ご才し

をJ1体的にJ旦1，，桁導していくのは，都市のエリートであ

り，エリートを養成する場は都市に集中している教育権

！そであるらとて九がラ都市のエリートというのは中竺し

てい民地1時代に間伐の価値観仁仁〉て教育され／二1t,i1で

ふり，かれらう；y，；’寸ショナリスソへも、またかれらによ

りて行なわれる教育もけっきょく自国の価値，とくに農

村の価値とは無関係の西欧化されたものとならざるをえ

丸かった そのもHIぷ都市による国家内統一意識の形Jえ

Y 三ろか？逆に！；＇けfの都市か九の成，~Iぇへと導く三とにな

っjふ農村のK!lr!i北、らの離反， 一二h正二そは今日の反応7

ジ？の大都市がかかえているもっとも根本的な問題の一

つである｛

:xi 6主主からお Ki／，にかけてい‘ 各市ごとに東門： f 〆ア

山大都市におけら人ii学的特tt，経済活動パターンの空

間的日列，居引形態についての分析がおこなわれる。そう

して著者は，それぞれの国の社会文化的相違にもとづく

郎市相互間の人ii構造的差異，ペザール型の経済 b:凶

山川，omyかh戸、＇；（ 1[1心の経済 firmc1.,ntered economy 

）移行期にふらことからく乙kfJiJ,Iwの空間的限付＇. r)

無秋序， fi/(l(J也I!引にに形成された居住ノfターンから新た

な殴階＂の修行11~ ／，，j而にあること等，主として西欧の郡

山！の差以を1:-,t::;i，けっさ」、 f¥lイl：の都市が， ）ii;三本η

v二J日i次l~＇Hこ向い .－｝ /_¥ii主期にあ.（，と／イ3

＿）＋！＿市γジアの大円i;rnに共通する，r1H1:形態上の つの特

徴iJ, スラムとスケオゲー〔不法土地占拠者〕が併存し

てみられることである。スラムは本来工業都市に， スク

r’JーはN't;村 Cc>>,,-;fj：ーの進展；こ陥！！ ；る現象であるが、

味（：＇？Jアジアのn¥¥iliーには両者が［，，）一郎,Ii内部fこ併存LClよ

られる。しかも，両者の人口を合わせると，実に都市人

口の 3分の 2近くにも達するという大きい比重を占める
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